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は
じ
め
に
己
か
づ
き
の
こ
め
ん
と

江
戸
の
狂
歌
師
酒
月
米
人
は
、
興
隆
期
の
天
明
狂
歌
に
参
入

し
、
の
ち
江
戸
狂
歌
の
双
壁
の
一
と
な
る
四
方
歌
垣
こ
と
鹿
都

部
真
顔
の
片
腕
と
し
て
文
化
（
一
八
○
三
～
一
八
一
八
）
期
に

い
た
る
ま
で
活
躍
し
た
。
そ
の
活
動
期
間
の
長
さ
か
ら
し
て
も
、

ま
た
四
方
側
の
有
力
判
者
と
い
う
立
場
の
重
要
性
か
ら
し
て
も
、

江
戸
狂
歌
研
究
が
押
さ
え
る
べ
き
要
の
一
人
で
あ
る
。
ま
た
天

明
二
七
八
一
～
一
七
八
九
）
求
年
よ
り
狂
歌
城
と
一
定
の
距

離
を
お
い
た
江
戸
文
芸
界
の
大
立
者
大
川
南
畝
が
、
寛
政
つ

伝小
七
八
九
～
一
八
○
一
）
期
以
後
も
親
し
く
交
わ
っ
た
仲
間
の
一

人米
人
で
あ
り
、
南
畝
研
究
の
た
め
に
も
米
人
の
伝
と
動
向
を
把
握

月酒
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
は
、
そ
の
米
人
の
、
江
一
戸
狂
歌
壇
に

』ｑ
お
け
る
重
要
性
を
考
え
る
基
礎
と
し
て
、
現
在
ま
で
に
知
り
得

２
 

羽
た
資
料
に
よ
っ
て
米
人
の
略
伝
と
狂
歌
堀
に
お
い
て
地
位
を
砿

酒
月
米
人
小
伝

法
政
大
学
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部
専
任
講
師

小
林
ふ
み
子

一
略
伝

米
人
に
ま
と
ま
っ
た
伝
は
な
く
、
墓
所
も
不
明
で
請
書
の
記

述
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
他
は
な
い
。
生
年
、
父
祖
等
は
未
詳
。

南
畝
一
・
花
見
の
日
記
」
（
寛
政
三
年
、
写
）
の
注
記
に
よ
れ
ば
、

榎
本
治
右
衛
門
。
榎
本
の
姓
は
一
一
一
代
目
瀬
川
富
三
郎
「
江
戸
方

角
分
」
（
文
化
末
年
成
、
写
）
に
よ
っ
て
も
確
認
で
き
る
が
１

同
書
は
山
川
の
姓
も
併
記
す
る
。
宿
屋
飯
盛
こ
と
石
川
雅
望
編

一
・
狂
歌
画
像
作
者
部
類
」
（
文
化
八
年
刊
）
は
山
田
姓
で
掲
出
す

る
。
狩
野
快
庵
「
狂
歌
人
名
辞
書
」
（
広
田
書
店
、
一
九
二

八
）
・
菅
竹
浦
「
近
世
狂
歌
史
」
（
中
西
書
房
、
一
九
三
六
）
等

以
来
、
通
称
を
治
兵
術
と
伝
え
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
で

き
な
い
。

「
判
取
帳
」
の
南
畝
の
注
記
に
よ
れ
ば
唯
、
天
明
三
年
当
時
、
日

本
橋
金
吹
町
裏
に
住
ん
だ
と
い
う
。
寛
政
三
年
の
南
畝
「
花
見

の
日
記
圖
一
の
時
点
で
は
「
深
川
江
川
橋
」
と
記
さ
れ
、
米
人
目

み
す
ず

身
、
後
年
寛
政
期
を
回
想
し
て
「
狂
歌
水
篤
集
」
（
文
化
十
一
年

序
刊
）
に
「
お
の
れ
深
川
に
吾
友
軒
を
し
め
つ
れ
ば
」
と
い
う
。

式
亭
三
馬
「
狂
歌
鯛
」
（
享
和
三
・
一
八
○
三
年
刊
）
で
は
「
日

立
す
る
ま
で
の
動
向
を
整
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
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本
橋
青
物
町
」
の
住
所
を
示
す
。
同
じ
享
和
三
年
七
月
五
日
に

米
人
の
霊
岸
島
東
港
町
の
新
宅
へ
招
か
れ
た
こ
と
を
、
南
畝
が

こ
の
年
の
日
録
「
細
推
物
理
」
に
記
し
て
お
り
、
「
狂
歌
鯛
」
が

上
梓
さ
れ
た
正
月
か
ら
七
月
の
間
に
日
本
橋
か
ら
転
居
し
た
と

見
ら
れ
る
。
同
じ
時
に
南
畝
は
米
人
が
名
を
改
め
て
扇
屋
三
右

衛
門
と
称
し
た
こ
と
も
記
録
す
る
が
、
同
じ
通
称
を
前
月
十
九

日
の
項
で
も
す
で
に
書
き
用
い
て
い
る
の
で
、
改
称
の
時
期
は
、

そ
の
前
後
と
い
う
程
度
に
ゆ
る
や
か
に
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

文
化
四
年
頃
、
南
畝
が
「
狂
歌
房
米
人
霊
岸
島
槍
皮
河
岸
に
う

つ
り
す
み
け
る
に
」
の
詞
書
き
で
七
言
一
対
の
狂
詩
句
と
狂
歌

一
首
を
詠
ん
で
い
る
の
で
ｓ
を
み
な
へ
し
」
）
、
霊
巌
島
内
で
転

居
を
重
ね
た
か
。
文
化
末
年
成
立
の
『
江
戸
方
角
分
」
は
さ
ら

に
「
霊
巌
島
塩
町
」
の
住
所
を
記
す
。
米
人
の
浮
世
の
渡
世
は

知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
も
ち
ろ
ん
町
人
で
あ
り
、
転
居
を
重
ね

ら
れ
る
よ
う
な
身
軽
な
職
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

米
人
の
最
期
を
記
録
し
た
の
も
南
畝
で
あ
る
。
狂
歌
集
「
紅

梅
集
」
（
写
）
文
政
元
年
の
項
に
次
の
よ
う
な
詞
書
き
で
三
首
を

収
め
る
。

滝
水
米
人
、
ひ
さ
し
く
行
脚
し
て
か
へ
ら
ざ
り
し
が
、
こ

と
し
長
月
十
九
日
、
ざ
ぬ
き
の
く
に
善
通
寺
村
よ
り
備
中

の
く
に
玉
島
に
わ
た
ら
ん
と
す
る
に
心
地
あ
し
く
て
つ
ゐ

に
善
通
寺
村
に
て
身
ま
か
れ
る
よ
し
を
き
、
て

す
な
わ
ち
、
文
政
元
年
九
月
十
九
日
に
讃
岐
で
客
死
し
た
と
い

う
。
墓
所
が
知
ら
れ
な
い
の
も
そ
の
せ
い
か
。
文
化
十
’
十
一

年
頃
の
松
本
で
の
活
動
が
紹
介
さ
れ
た
よ
う
に
鰯
、
晩
年
の
米
人

は
、
狂
歌
を
指
導
し
な
が
ら
各
地
を
行
脚
し
た
よ
う
で
、
こ
の

四
国
の
旅
も
そ
の
一
環
で
あ
っ
た
ろ
う
。
南
畝
の
耳
に
届
い
た

の
が
誤
報
で
な
け
れ
ば
、
以
後
天
保
か
ら
幕
末
の
狂
歌
集
に
見

え
る
「
四
方
滝
水
」
は
そ
の
名
を
継
い
だ
別
人
と
な
る
。

米
人
は
、
俳
譜
に
遊
ん
だ
経
験
に
つ
い
て
自
ら
書
き
残
す

（
寛
政
三
年
序
「
観
難
誌
」
Ｍ
）
。
た
だ
、
葛
飾
派
の
素
丸
に
師
事

し
た
こ
と
、
鄭
波
・
宗
瑞
・
柳
門
・
英
布
と
い
っ
た
人
物
と

集
っ
た
こ
と
の
み
で
、
米
人
自
身
の
俳
号
す
ら
記
さ
ず
、
ど
の

程
度
の
活
動
で
あ
っ
た
の
か
、
今
の
と
こ
ろ
一
切
未
詳
で
あ
る
。

二
天
明
狂
歌
壇
へ
１
本
町
連
の
一
員
と
し
て

米
人
の
狂
歌
界
へ
の
参
入
は
、
江
戸
で
狂
歌
人
気
が
沸
騰
し

た
「
万
救
狂
歌
集
」
刊
行
直
後
、
つ
ま
り
天
明
三
年
巾
の
こ
と

と
考
え
ら
れ
る
。
天
明
二
年
以
前
の
狂
歌
壇
参
入
を
否
定
す
る

根
拠
は
、
天
明
二
年
十
一
月
頃
の
南
畝
「
江
戸
花
海
老
」
（
刊
）

Hosei University Repository



330(3)酒月米人小伝
の
江
戸
中
の
狂
歌
師
名
の
羅
列
の
中
に
見
え
な
い
こ
と
、
ま
た

三
年
正
月
刊
「
万
救
狂
歌
集
」
に
入
架
し
て
い
な
い
こ
と
の
二

点
で
あ
る
。
同
三
年
三
月
十
九
日
の
恋
川
春
町
主
催
の
日
慕
型

狂
歌
大
会
の
成
果
「
狂
歌
知
足
振
」
で
大
屋
裏
住
率
い
る
「
本

丁
連
」
に
配
列
さ
れ
、
翌
日
も
裏
住
・
南
畝
ら
と
潮
干
狩
り
に

出
か
け
た
と
い
い
（
南
畝
「
巴
人
集
」
、
写
〉
、
こ
こ
で
米
人
は

狂
歌
轍
に
登
場
す
る
。
同
じ
三
月
の
二
十
四
日
に
開
か
れ
た
南

畝
母
の
耳
順
賀
を
記
念
し
た
作
品
染
「
老
莱
子
」
（
同
四
年
刊
）

に
も
、
本
町
迎
の
腹
唐
秋
人
、
大
屋
裏
住
と
並
ん
で
「
届
米
人
」

の
表
記
で
見
え
る
。
南
畝
が
知
友
の
手
を
集
め
た
「
判
取
帳
」

へ
の
記
入
は
、
そ
の
配
列
よ
り
同
年
の
四
月
頃
。
前
述
の
よ
う

に
金
吹
町
裏
住
ま
い
で
、
大
屋
裏
住
の
隣
人
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
裏
住
に
誘
わ
れ
て
南
畝
の
許
で
狂
歌
を
始
め
た
の
で
あ
ろ

う
。
「
狂
歌
師
細
見
」
（
同
七
月
頃
刊
）
鰯
で
も
「
巴
扇
屋
淌
吉
」

（
つ
ま
り
伯
楽
・
本
町
連
連
合
）
の
ヨ
か
ど
」
と
さ
れ
る
。
本

川
連
は
南
畝
門
下
の
狂
歌
連
の
一
つ
で
、
そ
の
名
の
通
り
日
本

橋
本
町
周
辺
を
拠
点
と
し
た
。
同
じ
南
畝
門
に
あ
っ
た
馬
喰
町

付
近
の
伯
楽
連
と
と
も
に
、
町
人
を
主
体
と
し
た
一
団
で
あ
る
。

狂
歌
師
酒
月
米
人
の
出
発
は
こ
こ
に
あ
っ
た
。

本
川
連
は
伯
楽
連
と
近
し
い
関
係
に
あ
り
、
こ
の
三
年
四
月

か
ら
十
月
ま
で
の
月
々
の
伯
楽
連
主
催
の
角
力
狂
歌
に
米
人
が

１
１
い
ぐ
学

ほ
ぼ
毎
月
参
加
し
た
こ
と
が
、
そ
の
成
果
「
狂
歌
角
力
草
」
（
何

四
年
刊
）
に
お
い
て
確
認
で
き
る
。
四
月
に
は
、
元
水
網
門
人

の
数
寄
屋
連
が
実
質
的
に
主
催
し
た
「
宝
合
」
会
に
、
他
の
本

町
連
仲
間
と
と
も
に
客
分
と
し
て
参
加
、
「
む
ば
玉
」
な
る
宝
を

出
品
し
て
（
同
四
年
刊
「
狂
文
宝
合
記
」
客
品
「
む
ぱ
玉
の
弁
」
）
、

「
お
こ
が
ま
し
く
も
あ
つ
か
ま
し
く
も
け
ふ
の
連
衆
に
つ
ら
な
り

平
」
と
新
参
者
ら
し
く
恐
縮
し
て
見
せ
る
。
こ
の
年
に
は
、
落

栗
庵
元
木
網
の
月
並
狂
歌
会
の
成
果
「
落
栗
庵
狂
歌
月
並
欄
・
一

に
も
入
る
。
し
か
し
、
酒
上
不
埒
こ
と
黄
表
紙
作
者
恋
川
春
町

が
主
催
し
た
六
月
の
「
狂
歌
な
よ
ご
し
の
祓
」
、
七
月
の
吉
原
の

玉
菊
灯
龍
に
お
け
る
狂
歌
会
の
成
果
「
灯
総
会
集
」
、
こ
の
年
の

夏
狂
言
で
の
団
十
郎
の
大
星
由
良
助
初
役
を
記
念
し
た
「
皆
三

舛
扮
戯
大
星
」
と
い
っ
た
、
秋
人
・
裂
住
ら
本
町
迎
の
仲
間
も

参
加
し
た
催
し
の
多
く
に
見
え
ず
、
本
格
的
な
活
動
は
翌
年
以

降
の
こ
と
に
な
る
。

天
明
四
年
の
春
興
と
し
て
、
四
方
連
傘
下
の
諸
連
は
そ
れ
ぞ

れ
黄
表
紙
型
の
狂
歌
集
を
工
夫
し
た
が
、
そ
の
う
ち
本
町
連
の

は
え
ぎ
わ

顔
ぶ
れ
が
多
い
「
大
木
の
生
限
」
に
入
集
す
る
。
四
年
春
夏
の

序
政
を
も
つ
南
畝
編
「
徳
和
歌
後
万
赦
集
・
三
同
五
年
刊
）
、
同
年
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末
の
序
を
冠
し
た
朱
楽
菅
江
編
「
狂
言
鴬
蛙
集
」
（
同
刊
）
の
各

二
首
は
、
四
年
中
の
米
人
の
活
動
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
徳

和
歌
後
万
載
集
」
巻
一
が
収
め
る
、
詞
書
き
に
飛
鳥
山
の
ふ
も

と
の
家
の
桜
を
詠
ん
だ
と
い
う
次
の
一
首
は
、
太
田
道
灌
の
山

吹
の
逸
話
で
有
名
な
「
後
拾
遺
和
歌
集
」
巻
十
八
の
兼
明
親
王

の
歌
「
七
重
八
重
花
は
咲
け
ど
も
」
を
下
敷
き
に
、
七
、
八
、

九
（
Ⅱ
こ
こ
の
）
と
数
字
を
詠
み
込
む
遊
戯
的
な
詠
法
が
、
師

南
畝
の
詠
風
を
よ
く
学
ん
だ
作
で
あ
る
（
編
者
南
畝
の
添
削
を

経
た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
か
）
。

七
重
八
重
こ
圏
の
家
に
も
桜
花
か
し
こ
山
の
あ
ま
り
物
か

も

し
か
し
、
一
．
徳
和
歌
後
万
栽
集
」
「
狂
言
鴬
蛙
集
」
の
各
一
一
首
と

い
う
け
し
て
多
く
な
い
入
集
歌
数
は
、
や
は
り
い
ま
だ
初
心
者

の
待
遇
で
し
か
な
い
。

え
び
す
う
た

翌
五
年
春
興
の
「
四
方
春
興
夷
歌
連
中
双
一
ハ
」
に
も
一
首
を

わ
ざ
お
き
ぶ
り

戦
せ
、
天
明
五
年
八
月
の
肱
を
も
つ
「
俳
優
風
」
（
同
年
刊
）
に

も
「
四
方
」
連
中
と
し
て
参
加
し
て
上
々
半
白
吉
の
位
付
け
を

得
る
等
、
よ
う
や
く
幅
広
い
活
躍
を
み
せ
る
よ
う
に
な
る
。
こ

の
年
の
南
畝
主
催
の
月
々
の
狂
歌
会
の
記
録
「
下
里
巴
人
巻
」

（
写
）
に
は
、
米
人
が
八
月
・
九
月
・
十
一
月
と
そ
の
会
に
参
加

し
た
さ
ま
が
う
か
が
え
る
。
そ
れ
で
も
同
十
一
月
に
狂
歌
壇
の

主
要
な
顔
ぶ
れ
十
六
名
を
集
め
て
蔦
屋
が
開
催
し
た
百
物
語
の

狂
歌
会
言
夷
歌
百
鬼
夜
狂
」
）
に
は
加
わ
っ
て
お
ら
ず
、
大
勢

の
四
方
連
中
の
一
と
い
う
位
置
付
け
を
脱
し
て
い
な
い
。

続
い
て
天
明
六
年
の
四
方
連
春
興
「
狂
歌
新
玉
集
」
に
「
本

町
連
」
の
肩
書
き
で
入
集
、
翌
七
年
四
方
連
春
興
「
狂
歌
千
里

同
風
」
に
も
入
集
、
四
方
連
の
一
員
と
し
て
定
着
す
る
。
こ
の

六
、
七
年
に
は
狂
歌
壇
の
主
だ
っ
た
顔
ぶ
れ
各
五
十
、
百
人
の

あ
づ
玄
ぶ
り

肖
像
と
代
表
歌
を
載
せ
る
「
五
口
妻
曲
狂
歌
文
庫
」
「
古
今
狂
歌
袋
」

（
と
も
に
宿
屋
飯
盛
編
）
に
入
り
、
南
畝
編
「
狂
歌
才
蔵
集
」
（
同

七
年
刊
）
に
な
る
と
入
集
歌
数
も
八
首
と
増
す
。
と
く
に
巻
十
四

に
は
次
の
よ
う
な
長
歌
・
反
歌
形
式
の
作
を
載
せ
る
な
ど
、
頭

角
を
あ
ら
わ
し
は
じ
め
る
。

日
本
橋
を
過
侍
り
て

す
ぐ
ろ
く
を
ふ
り
出
し
み
れ
ば
お
し
ろ
に
ぞ
霞
は

か
笛
れ
日
本
ぱ
し
ま
な
く
時
な
く
ゆ
き
か
へ
り

み
か
へ
る
田
舎
も
の
ま
い
り
は
る
バ
ー
来
ぬ
る
万

歳
は
ま
こ
と
に
め
で
た
う
さ
ぶ
ら
ひ
に
も
か
た
を

な
ら
べ
て
ろ
く
尺
の
こ
し
を
ふ
る
雨
ふ
く
風
も

か
し
こ
き
御
代
の
い
に
し
へ
を
た
め
し
に
ひ
く
や
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あ
づ
さ
弓
ふ
く
ろ
な
が
ら
に
星
霜
を
か
さ
ね
か
～

も
お
あ
り
が
た
式
｝
よ

反
歌

何
事
も
思
ひ
の
ま
、
に
白
砂
の
ふ
じ
ゆ
う
の
な
き
江
戸
の

真
中

「
万
葉
集
一
巻
三
の
山
部
赤
人
の
有
名
な
田
子
の
浦
の
長
歌
「
あ

ま
の
は
ら
ふ
り
さ
け
み
れ
ば
」
、
お
よ
び
そ
の
反
歌
「
う
ち
い
で

て
み
れ
ば
ま
し
ろ
に
ぞ
」
を
も
じ
り
、
ま
た
「
古
今
和
歌
災
」

巻
二
十
の
「
ふ
る
き
や
ま
と
ま
ひ
の
う
た
」
の
「
ふ
る
雪
の
ま

な
く
と
き
な
く
」
の
表
現
を
引
用
、
「
伊
勢
物
語
」
や
「
古
今
集
」

巻
九
で
知
ら
れ
る
「
か
き
つ
ば
た
」
の
折
句
歌
「
は
る
ば
る
き

ぬ
る
」
を
在
原
業
平
か
ら
三
河
万
歳
に
落
し
て
笑
い
を
誘
い
な

が
ら
、
江
戸
城
を
背
に
絶
え
ず
人
々
が
行
き
交
う
日
本
橋
を
詠

じ
て
賀
賛
す
る
。
「
田
舎
も
の
ま
い
り
」
（
田
舎
者
ｌ
物
詣
）
「
め

で
た
う
さ
ぶ
ら
ひ
に
も
」
（
め
で
た
う
候
ｌ
侍
に
も
）
と
い
っ
た

破
調
や
不
自
然
な
掛
詞
は
あ
る
も
の
の
、
初
心
者
か
ら
中
堅
の

域
に
入
り
つ
つ
あ
っ
た
米
人
な
り
に
狂
歌
壇
の
江
戸
賛
美
の
雰

囲
気
を
受
け
止
め
、
そ
れ
を
表
現
し
た
作
と
評
し
得
よ
う
。
こ

の
頃
に
は
、
同
七
年
二
月
に
三
囲
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
南
畝
・

菅
江
ら
主
要
狂
歌
師
三
十
六
名
の
狂
歌
を
刻
し
た
額
に
も
選
ば

れ
る
ほ
ど
に
嘘
、
狂
歌
壇
で
一
定
の
評
価
を
得
る
に
至
る
。

天
明
年
間
に
米
人
が
か
か
わ
っ
た
催
し
と
し
て
は
、
他
に
南

畝
「
角
田
川
に
三
船
を
う
か
ぶ
る
記
」
〈
真
顔
編
「
四
方
の
留
粕
」

文
政
二
年
刊
）
が
記
録
す
る
隅
田
川
上
の
納
涼
狂
詩
狂
歌
会
が

あ
る
。
そ
の
会
の
成
果
は
伝
わ
ら
ず
、
唯
一
の
資
料
で
あ
る
南

畝
の
狂
文
に
よ
れ
ば
、
書
騨
蔦
屋
重
三
郎
の
主
催
で
、
南
畝
を

判
者
に
、
狂
詩
を
宿
屋
飯
盛
や
紀
定
丸
、
腹
唐
秋
人
、
算
木
有

正
、
唐
来
三
和
、
二
歩
只
取
、
紀
躬
鹿
、
問
屋
酒
船
、
狂
歌
を

鹿
都
部
真
顔
、
馬
場
余
埒
、
頭
光
、
大
屋
裏
住
、
山
道
高
彦
、

浅
蔵
森
角
、
蔦
唐
丸
お
よ
び
米
人
、
つ
ま
り
南
畝
周
辺
の
狂
歌

師
連
中
各
々
八
名
で
行
わ
れ
た
と
い
う
。
年
記
は
な
く
「
水
無

月
の
あ
つ
さ
を
さ
け
ん
と
」
と
あ
る
の
み
で
、
天
明
四
年
の
催

し
と
さ
れ
て
き
た
け
。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で
に
見
た
米
人
の
活
動

を
鑑
み
て
、
四
年
の
段
階
で
米
人
が
こ
う
し
た
顔
ぶ
れ
に
ま

じ
っ
て
活
動
し
得
る
位
世
に
あ
っ
た
と
は
考
え
が
た
く
、
五
年

以
降
の
こ
と
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
狂
歌
の
側
に
と
も
に

参
加
し
た
浅
蔵
森
角
も
天
明
五
年
ま
で
の
活
動
が
確
認
で
き
な

い
人
物
で
あ
り
、
こ
れ
を
考
え
合
わ
せ
、
ま
た
七
年
六
月
に
松

平
定
信
が
老
中
首
座
に
着
任
し
て
以
降
、
南
畝
が
活
動
を
自
粛

し
た
事
実
を
勘
案
す
れ
ば
、
六
年
六
月
の
開
催
を
考
え
る
の
が
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順
当
か
。
四
方
社
中
の
数
少
な
い
狂
詩
作
者
の
一
で
あ
っ
た
辺

越
方
人
が
見
え
な
い
の
で
、
あ
る
い
は
彼
が
七
年
二
月
に
没
し

た
後
、
寛
政
の
改
革
政
治
の
開
始
間
際
の
、
天
明
七
年
の
六
月

と
い
う
推
測
も
可
能
で
あ
ろ
う
か
。

寛
政
初
年
頃
の
蔦
屋
版
狂
歌
絵
本
に
お
い
て
は
、
「
潮
干
の
つ

と
」
「
和
歌
夷
」
「
狂
月
坊
」
（
以
上
元
年
刊
）
、
「
普
賢
像
」
「
銀

世
界
」
「
百
千
鳥
狂
歌
合
」
（
以
上
、
二
年
刊
）
な
ど
に
も
れ
な

く
入
集
し
、
米
人
は
狂
歌
壇
の
重
要
人
物
の
一
人
に
数
え
ら
れ

る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
数
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
伯
楽
連
の
角

こ
と
り
づ
か
い

力
狂
歌
会
の
成
果
『
狂
歌
部
領
使
」
（
寛
政
一
二
年
刊
）
に
も
積
極

的
に
参
加
し
て
十
三
首
の
入
集
を
見
る
。
同
じ
伯
楽
連
系
で
も

浅
草
を
中
心
と
す
る
人
々
の
狂
歌
角
力
（
寛
政
四
年
刊
『
狂
歌

四
本
柱
」
、
同
五
年
刊
「
狂
歌
太
郎
殿
犬
百
首
」
）
に
は
参
加
し

て
い
な
い
が
、
本
流
の
窪
俊
満
主
催
の
狂
歌
角
力
「
狂
歌
上
段

集
」
（
寛
政
五
年
刊
）
の
会
で
は
、
鹿
都
部
真
顔
・
紀
定
丸
・
大

屋
裏
住
・
馬
場
金
埒
、
お
よ
び
伯
楽
連
首
領
の
桑
楊
庵
頭
光
と

と
も
に
判
者
を
務
め
る
ほ
ど
に
、
こ
の
頃
に
は
す
で
に
狂
歌
壇

の
実
力
者
の
一
人
と
な
っ
て
い
た
。

三
数
寄
屋
Ⅱ
四
方
連
中
へ

寛
政
初
年
に
狂
歌
壇
の
い
わ
ば
中
堅
と
な
っ
た
米
人
は
、
寛

政
半
ば
に
は
数
寄
屋
連
の
馬
場
金
埒
や
鹿
都
部
真
顔
と
の
距
離

を
縮
め
、
数
寄
屋
連
す
な
わ
ち
の
ち
の
四
方
連
の
連
中
と
な
っ

て
ゆ
く
。
「
観
難
誌
」
（
前
出
）
に
見
え
る
よ
う
に
歌
論
歌
学
を

重
く
見
る
米
人
の
志
向
は
、
真
顔
の
方
針
と
合
致
し
、
ま
ず
当

然
の
行
動
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
は
ま
た
天
明
末
年
頃
よ
り
大
屋

裏
住
・
腹
唐
秋
人
ら
本
町
連
の
活
動
が
停
滞
し
た
こ
と
、
真

顔
・
金
埒
を
中
心
と
す
る
数
寄
屋
連
中
が
、
南
畝
等
に
接
近
す

る
こ
と
で
狂
歌
轍
に
お
け
る
存
在
感
を
増
し
、
つ
い
に
四
方
連

の
名
を
継
い
だ
こ
と
と
も
関
わ
っ
て
い
よ
う
。
つ
ま
り
元
来
四

方
連
傘
下
の
本
町
連
の
一
員
で
あ
っ
た
米
人
が
そ
の
ま
ま
四
方

連
に
残
り
、
新
た
に
や
っ
て
き
た
数
寄
屋
連
中
に
吸
収
さ
れ
た

か
た
ち
と
な
っ
た
。
南
畝
を
中
心
と
す
る
旧
四
方
連
の
主
要
狂

歌
師
で
、
数
寄
屋
連
を
母
体
と
す
る
寛
政
以
後
の
四
方
連
に

残
っ
た
の
は
、
米
人
を
除
け
ば
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

米
人
が
数
寄
屋
連
の
狂
歌
集
に
入
り
始
め
る
の
は
、
真
顔
が

四
方
姓
を
継
承
し
て
数
寄
屋
連
が
四
方
連
と
な
る
寛
政
七
年
正

月
に
先
立
つ
同
五
年
頃
で
あ
る
。
こ
れ
以
前
の
数
寄
屋
連
の
狂

歌
集
、
た
と
え
ば
「
狂
歌
す
き
や
風
呂
」
（
天
明
八
年
刊
）
や
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「
あ
ら
た
ま
集
」
（
寛
政
三
年
刊
）
に
米
人
の
名
は
見
え
な
い
。

寛
政
五
年
正
月
刊
行
、
真
顔
編
「
ど
う
れ
百
人
一
首
」
は
、
近

世
期
に
も
じ
り
百
人
一
首
と
し
て
広
く
親
し
ま
れ
た
「
ど
う
け

百
人
一
首
」
を
さ
ら
に
捻
っ
た
書
で
あ
る
が
、
米
人
は
こ
の
最

終
丁
巻
軸
の
馬
場
金
埒
・
烏
亭
焉
馬
に
次
ぐ
重
要
な
位
置
を
占

め
る
（
真
顔
は
序
と
巻
頭
歌
）
。
し
か
も
、
ま
さ
に
そ
の
狂
名
に

ち
な
ん
で
角
樽
を
傍
ら
に
盃
を
戴
い
た
肖
像
に
添
え
て
、
さ
ら

に
酒
を
詠
む
歌
を
載
せ
た
こ
と
は
、
米
人
の
数
寄
屋
連
へ
の
本

格
的
な
仲
間
入
り
に
あ
た
っ
て
の
顔
見
世
の
よ
う
な
意
味
あ
い

さ
え
感
じ
さ
せ
る
。

う
す
霞
ひ
き
そ
め
て
よ
り
白
ざ
け
の
さ
か
屋
に
ま
が
ふ
春

の
あ
は
ゆ
き

「
ど
う
れ
百
人
一
首
」
に
続
い
て
、
序
に
年
末
ま
で
刊
行
が
遅
れ

は
る

た
と
す
る
同
年
の
春
興
『
四
方
の
巴
流
」
寛
政
五
年
版
で
も
、

金
埒
の
前
に
置
か
れ
、
そ
の
扱
い
は
比
較
的
重
い
。

こ
の
「
四
方
の
巴
流
」
、
ま
た
前
述
「
狂
歌
上
段
集
」
あ
た
り

か
ら
米
人
は
「
吾
友
軒
」
の
号
を
用
い
始
め
る
。
こ
れ
以
前
、

自
筆
本
「
観
難
誌
」
寛
政
三
年
付
の
自
序
に
吾
友
軒
を
冠
す
る

が
、
刊
本
に
見
え
る
の
は
こ
の
年
が
最
初
で
あ
る
。
狂
歌
壇
に

お
い
て
堂
・
享
・
庵
号
等
の
使
用
が
流
行
し
始
め
た
時
期
で
あ

り
、
「
ご
勇
健
」
の
音
を
き
か
せ
た
命
名
と
い
う
（
「
吾
友
軒
記
」

「
観
難
誌
一
・
享
和
三
年
刊
「
狂
歌
鱗
」
）
。
続
く
寛
政
七
年
版
一
四

万
の
巴
流
」
で
は
つ
い
に
「
四
方
同
盟
判
者
」
の
列
に
並
ぶ
に

至
る
。

他
方
、
も
と
も
と
本
町
連
と
近
し
く
と
も
に
活
動
し
て
き
た

伯
楽
連
は
、
本
町
連
の
活
動
の
停
滞
を
よ
そ
に
独
自
の
活
動
を

す
す
め
、
寛
政
五
年
春
興
「
癸
丑
春
帖
」
、
ま
た
六
年
・
七
年
両

年
の
春
興
「
春
の
色
」
と
、
春
ご
と
に
春
興
集
を
刊
行
す
る
が
、

そ
の
い
ず
れ
も
が
、
米
人
を
裏
住
、
真
顔
や
金
埒
同
様
に
客
分

と
し
て
遇
す
る
。
こ
の
点
か
ら
も
米
人
が
伯
楽
連
の
主
流
と
な

る
頭
光
や
窪
俊
満
ら
と
は
一
線
を
画
し
た
立
場
に
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

台
頭
す
る
数
寄
屋
連
中
へ
の
接
近
は
、
一
見
、
米
人
と
い
う

人
物
の
政
治
性
を
感
じ
さ
せ
る
。
が
、
彼
自
身
、
狂
歌
判
者
が

伯
楽
連
と
数
寄
屋
Ⅱ
四
方
連
に
分
か
れ
、
互
い
を
批
判
し
勢
力

を
争
う
当
代
の
狂
歌
壇
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
鰯
。
す
な
わ
ち
、
真
顔
の
盟
友
馬
場
金
埒
と
共
編
し
た
一
・
金
撰

狂
歌
集
」
（
寛
政
八
年
刊
）
序
文
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

今
の
狂
は
念
一
民
に
し
て
い
つ
は
り
お
ほ
し
と
。
さ
れ
ば
、

て
に
を
は
も
た
ど
ノ
ー
し
き
ほ
ど
よ
り
、
か
の
あ
そ
は
く
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は
し
き
に
過
て
か
た
く
な
、
り
、
こ
の
う
し
は
ざ
え
あ
ま

り
て
気
の
た
ら
ぬ
な
ん
ど
、
腹
ふ
く
る
侭
わ
ざ
く
れ
い
ひ

の
餌
し
れ
ば
、
か
た
み
に
党
を
た
て
肘
を
は
り
て
、
目
に

見
え
ぬ
心
の
鬼
も
ひ
こ
づ
り
出
て
我
慢
の
角
を
ふ
り
、
た

け
か
ら
ぬ
も
の
、
ふ
も
猛
く
い
さ
み
て
、
野
暮
の
正
銘
を

あ
ら
は
し
、
を
と
こ
を
ん
な
の
中
を
も
さ
ま
た
げ
な
ん
は
、

こ
の
頃
我
と
も
が
ら
の
風
調
に
し
て
あ
ら
ぬ
道
を
も
た
ど

る
な
る
べ
し
。
⑲

た
だ
し
、
こ
の
批
判
は
、
同
書
の
共
編
者
金
埒
と
近
し
く
、
唐

衣
橘
洲
編
「
二
妙
集
」
等
他
の
狂
歌
集
で
も
並
ん
で
入
集
す
る

な
ど
し
た
米
人
が
、
狂
歌
壇
の
勢
力
争
い
を
よ
そ
に
「
師
と
称

せ
ず
我
ま
、
に
ふ
る
ま
ふ
」
、
つ
ま
り
独
立
独
歩
で
自
己
を
貫
く

そ
の
金
埒
を
称
揚
す
る
文
脈
で
な
さ
れ
た
批
判
な
の
で
（
と
は

い
え
金
埒
は
、
狂
歌
壇
で
は
あ
き
ら
か
に
真
顔
の
一
派
で
あ
る

が
）
、
多
少
割
り
引
い
て
読
む
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
米
人
は
、

自
身
の
編
ん
だ
「
狂
歌
東
来
集
」
初
編
序
（
寛
政
十
一
年
刊
）

に
「
初
心
不
才
と
ざ
み
せ
ら
る
国
も
す
て
ず
旧
家
名
人
と
き
た

す
る
を
も
た
う
と
ま
ず
、
た
う
と
む
と
こ
ろ
は
歌
が
ら
と
作
意
」

と
言
い
切
っ
て
も
お
り
、
狂
歌
作
品
そ
の
も
の
を
重
ん
じ
る
一

本
気
な
性
質
で
あ
っ
た
の
は
た
し
か
で
あ
ろ
う
。

寛
政
三
年
序
、
同
八
年
ま
で
の
記
載
が
見
え
る
「
観
難
誌
」

に
お
い
て
、
そ
の
米
人
の
筆
は
、
大
御
所
南
畝
も
菅
江
も
惚
れ

る
こ
と
な
く
、
誉
れ
高
い
名
歌
に
も
種
々
の
角
度
か
ら
批
判
を

加
え
る
。
た
と
え
ば
天
明
狂
歌
を
代
表
す
る
南
畝
の
名
作
「
あ

な
う
な
ぎ
い
づ
く
の
山
の
い
も
と
せ
を
さ
か
れ
て
後
に
み
を
こ

が
す
と
は
」
に
対
し
て
さ
え
「
あ
な
う
は
目
に
し
て
、
何
国
の

山
は
他
の
噂
な
り
。
い
も
と
せ
の
山
、
吉
野
な
り
」
と
難
癖
を

つ
け
、
菅
江
の
「
恩
ひ
き
や
三
百
五
十
日
あ
ま
り
け
ふ
か
あ
す

か
に
年
く
れ
ん
と
は
」
に
「
癖
情
を
も
捨
べ
き
な
ら
ね
ど
、
あ

ま
り
お
ろ
か
過
た
り
」
と
い
う
調
子
で
あ
る
。
そ
の
序
に
「
未

練
の
僻
論
」
と
自
ら
卑
下
す
る
よ
う
に
、
実
力
に
不
相
応
な
批

評
と
一
応
は
断
っ
た
上
で
、
し
か
し
「
常
に
狂
歌
を
難
」
じ
、

「
人
よ
ん
で
難
陣
屋
」
と
ま
で
言
わ
れ
て
も
「
疵
と
が
め
は
お
の

れ
生
得
」
と
開
き
直
る
点
に
も
そ
の
直
裁
な
気
質
は
窺
え
よ
う
。

南
畝
は
、
文
化
元
年
十
月
十
六
日
付
け
で
長
崎
か
ら
息
定
吉
宛

に
出
し
た
書
簡
に
「
当
地
の
人
物
は
十
千
亭
、
錦
江
、
真
顔
な

ど
衝
申
風
に
御
座
侯
（
中
略
）
｜
体
温
潤
瀧
情
に
て
、
柳
長
、

枇
杷
丸
、
米
人
な
ど
国
申
様
な
も
の
は
一
切
無
之
候
」
と
記
す
。

つ
ま
り
温
順
な
長
崎
人
に
な
い
人
柄
の
例
と
し
て
米
人
ら
が
引

き
合
い
に
出
さ
れ
、
「
温
潤
勝
情
」
と
は
正
反
対
の
ま
っ
す
ぐ
で
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四
詠
風
と
作
法
書
の
執
筆

さ
て
、
こ
う
し
て
狂
歌
壇
に
地
位
を
確
立
し
た
米
人
の
詠
風

と
狂
歌
観
を
考
え
て
み
た
い
。
「
観
難
誌
」
は
、
狂
歌
の
作
品
を

個
々
に
論
じ
る
点
で
貴
重
な
作
で
は
あ
る
が
、
狂
歌
の
不
徳
の

招
い
た
不
幸
を
数
え
挙
げ
る
箇
所
を
除
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
が
一

首
一
首
の
表
現
の
批
評
に
と
ど
ま
り
、
狂
歌
論
に
な
り
得
て
い

な
い
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
米
人
の
狂
歌
作
法
書
「
狂
歌

こ
と
の
は
ぐ
さ
」
（
享
和
元
年
刊
）
で
あ
る
。
本
普
は
、
四
季
・

恋
・
雑
の
部
立
で
題
を
並
べ
、
各
題
の
題
意
を
説
明
し
て
頻
朋

さ
れ
る
表
現
を
列
挙
し
た
初
心
者
向
け
の
二
巻
二
冊
の
小
本
で

あ
る
。
巻
頭
に
真
顔
の
序
を
冠
し
、
続
い
て
米
人
自
ら
「
初
心

意
」
と
題
し
て
七
丁
に
初
心
者
の
心
榊
え
を
説
く
。
夷
曲
・
狂

歌
な
ど
の
字
義
の
解
説
か
ら
始
め
る
あ
た
り
に
意
気
込
み
は
感

じ
ら
れ
る
が
、
も
と
よ
り
体
系
的
な
狂
歌
論
で
は
な
く
、
初
心

者
の
留
意
す
べ
き
点
を
筆
の
赴
く
ま
ま
に
書
き
連
ね
た
一
文
で

あ
る
。
こ
こ
で
「
て
に
は
も
和
歌
に
露
た
が
ふ
も
の
な
き
」
、
つ

ま
り
形
式
上
、
和
歌
と
寸
分
違
わ
な
い
「
狂
歌
の
狂
歌
た
る
ゆ

ゑ
」
を
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
。

烈
し
い
米
人
の
気
性
を
想
像
さ
せ
る
。

上
三
句
の
う
ち
、
腰
の
句
又
は
二
の
句
に
て
も
い
か
に
も

和
歌
に
よ
み
え
が
た
き
荒
涼
な
る
詞
一
言
も
し
く
は
二
言

も
た
ち
入
て
、
下
の
二
句
の
う
ち
に
も
又
た
は
れ
た
る
詞

一
言
を
つ
か
ひ
て
、
其
余
は
高
上
に
も
幽
玄
に
も
和
歌
に

立
ま
さ
り
て
は
な
や
か
に
仕
た
つ
る
を
む
ね
と
す
Ⅲ

つ
ま
り
上
の
句
・
下
の
句
に
偏
り
な
く
、
狂
歌
ら
し
い
戯
れ
た

言
葉
な
い
し
平
俗
な
表
現
を
入
れ
て
詠
む
こ
と
だ
と
い
う
。
あ

く
ま
で
初
心
者
に
対
す
る
手
ほ
ど
き
で
は
あ
る
が
、
「
狂
歌
の
狂

歌
た
る
ゆ
ゑ
」
を
発
想
や
内
容
で
な
く
、
用
語
の
次
元
で
捉
え

る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
一
節
が
続
く
。

狂
歌
に
狂
言
な
き
を
ぬ
め
り
と
い
ひ
、
五
句
な
が
ら
平
話

に
し
て
雅
一
言
な
き
を
た
ず
こ
と
国
い
へ
り
。
そ
れ
和
歌
は

狂
歌
の
よ
み
損
ひ
に
あ
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
趣
意
と
、
の

ひ
て
狂
言
な
き
も
の
、
和
歌
な
ら
ず
し
て
何
ぞ
や
。
是
和

歌
は
神
国
の
余
風
に
し
て
、
ふ
か
く
お
も
ひ
入
と
き
は
、

ざ
れ
た
る
こ
と
ば
、
こ
は
か
～
敷
こ
と
ば
な
ど
は
お
の
づ

か
ら
は
ぶ
き
け
づ
り
て
、
つ
ひ
に
上
手
な
ら
俳
請
歌
、
下

手
な
ら
ば
力
な
き
和
歌
と
も
な
る
事
な
り
。
し
か
る
を
和

歌
と
て
い
み
さ
ぐ
る
も
の
か
は
。

狂
歌
を
詠
も
う
と
す
る
人
に
向
け
た
説
明
で
あ
る
こ
と
を
前
提
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に
読
ま
な
け
れ
ば
わ
か
り
に
く
い
が
、
「
狂
言
」
つ
ま
り
狂
歌
ら

し
い
表
現
を
欠
い
て
狂
歌
に
な
り
損
ね
た
歌
は
、
本
来
、
和
歌

と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
「
お
も
ひ
入
」
が
深
け
れ

ば
そ
う
し
た
狂
歌
的
な
表
現
が
入
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ

ら
は
、
和
歌
の
長
い
伝
統
の
力
に
よ
っ
て
、
和
歌
の
一
種
と
し

て
の
「
俳
譜
歌
」
、
あ
る
い
は
下
手
な
和
歌
の
よ
う
に
な
る
。
趣

意
が
通
っ
て
さ
え
い
れ
ば
和
歌
の
よ
う
で
あ
っ
て
も
構
わ
な
い
、

と
言
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
続
け
て
、

お
も
ひ
を
の
ぶ
る
心
は
ひ
と
つ
な
れ
ば
そ
れ
に
て
も
く
る

し
か
ら
じ
と
い
へ
る
人
あ
り
。
こ
れ
は
外
道
の
見
に
し
て

と
る
に
た
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
た
と
は
Ｔ
、
未
練
の
画
工

虎
を
ゑ
が
き
て
猫
と
な
る
と
も
、
は
じ
め
よ
り
猫
を
か
き

た
る
に
は
し
く
べ
か
ら
ず
。
ふ
た
つ
の
さ
か
ひ
わ
き
が
た

く
は
、
ぬ
め
り
て
狂
言
な
か
ら
ん
よ
り
、
む
し
ろ
た
ぎ
こ

と
な
れ
と
は
い
ふ
く
し
。
和
歌
な
れ
と
は
い
ふ
く
か
ら
ず
。

そ
の
ゆ
ゑ
は
荒
涼
に
杜
撰
な
り
と
も
趣
意
だ
に
と
国
の
ひ

侍
ら
ば
、
て
に
を
は
の
字
を
く
は
へ
て
狂
歌
に
い
た
り
や

す
し
。

思
い
を
表
す
の
に
狂
歌
で
も
和
歌
で
も
構
わ
な
い
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
。
が
、
狂
歌
を
詠
も
う
と
し
な
が
ら
狂
言
を
欠
い
て

和
歌
に
似
た
中
途
半
端
な
歌
を
詠
む
く
ら
い
な
ら
、
歌
語
・
雅

言
と
は
言
わ
な
い
ま
で
も
、
は
じ
め
か
ら
「
た
だ
こ
と
」
「
平
話
」

で
趣
意
を
整
え
て
詠
む
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
仕
立
て
直

し
て
狂
歌
に
で
き
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。

「
た
だ
こ
と
」
を
和
歌
と
少
し
く
別
に
考
え
て
い
る
点
、
和
歌

と
狂
歌
の
価
値
の
転
倒
な
ど
文
学
史
に
照
ら
し
て
特
異
な
部
分

は
あ
る
が
、
元
来
、
狂
歌
を
志
す
初
心
者
に
向
け
た
注
意
事
項

の
非
体
系
的
な
羅
列
の
一
部
で
あ
り
、
そ
の
点
に
深
い
意
味
を

汲
み
取
る
必
要
は
あ
ま
り
な
い
。
む
し
ろ
、
記
述
が
表
現
の
次

元
に
終
始
し
て
い
る
こ
と
、
内
容
に
つ
い
て
は
、
発
想
の
お
か

し
み
よ
り
「
趣
意
」
の
整
合
を
言
う
の
み
で
あ
る
こ
と
を
重
く

見
た
い
（
「
趣
意
」
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
の
記
述
も
な
い
が
）
。

こ
の
語
彙
・
表
現
の
重
視
は
、
題
ご
と
の
詞
寄
せ
で
あ
る

「
狂
歌
こ
と
の
は
ぐ
さ
」
に
ふ
さ
わ
し
い
。
し
か
し
必
ず
し
も
同

書
の
内
容
に
合
わ
せ
た
作
文
で
は
な
く
、
米
人
の
狂
歌
論
そ
の

も
の
を
よ
く
表
す
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
「
観
難
誌
」
に
見
え
る

米
人
の
狂
歌
の
批
評
の
大
半
は
こ
う
し
た
表
現
の
問
題
の
指
摘

で
あ
る
。
米
人
自
身
が
「
狂
歌
こ
と
の
は
ぐ
さ
」
に
引
く
、
一
．
観

難
誌
」
の
批
判
を
紹
介
し
よ
う
。
あ
る
時
、
次
の
一
首
を
判
者

が
高
く
評
価
し
た
。
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庭
も
せ
の
萩
に
ふ
す
ゐ
も
な
き
も
の
を
鉄
砲
垣
は
き
つ
い

用
心

が
、
上
の
句
が
雅
言
で
、
下
句
に
の
み
俗
語
が
入
る
の
い
か
が

か
と
難
が
付
き
、

庭
の
は
ぎ
に
ふ
す
猪
も
な
き
を
用
心
の
鉄
砲
か
き
は
な
ど

か
ま
ふ
ら
ん

と
直
し
て
よ
い
狂
歌
に
な
っ
た
と
い
う
。
「
観
難
誌
」
に
照
ら
し

て
、
難
癖
を
付
け
た
の
は
米
人
自
身
、
も
と
の
詠
者
は
頭
光
と

わ
か
る
。
右
の
も
と
の
狂
歌
は
「
狂
歌
部
領
使
」
に
入
集
す
る

も
の
で
、
判
者
は
宿
屋
飯
盛
と
真
顔
で
あ
っ
た
。
米
人
は
、
『
観

難
誌
」
に
お
い
て
近
世
初
期
の
「
古
今
夷
曲
集
」
の
編
者
、
生

白
堂
行
風
の
言
葉
を
引
い
て
批
判
の
理
由
を
詳
述
、
鉄
砲
・
用

心
と
い
っ
た
俗
語
を
上
下
に
分
け
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。
行

風
の
権
威
を
借
り
た
こ
の
批
判
は
一
見
も
っ
と
も
ら
し
い
が
、

初
案
に
あ
っ
た
上
の
句
と
下
の
句
の
急
激
な
落
差
が
醸
す
勢
い

と
お
か
し
み
は
、
改
案
で
は
失
わ
れ
、
米
人
の
主
張
が
適
切
か

ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
し
か
し
、
米
人
は
こ
の
訂
正
後
の
か
た

ち
を
、
馬
場
金
埒
と
と
も
に
秋
の
歌
を
輯
め
て
上
梓
し
た
「
金

撰
狂
歌
集
」
（
前
述
）
に
収
め
る
。
光
は
寛
政
八
年
三
月
に
没
し
、

同
年
秋
の
「
金
撰
狂
歌
集
」
の
刊
を
見
て
い
な
い
の
で
、
こ
の

改
変
を
光
が
承
引
し
た
の
か
定
か
で
な
い
が
、
共
編
者
金
埒
の

目
は
通
っ
て
い
る
は
ず
で
、
米
人
の
独
断
で
改
め
た
と
は
思
え

な
い
。

こ
う
し
た
「
難
陣
屋
」
米
人
に
対
し
て
反
論
が
出
さ
れ
た
記

録
も
な
く
、
い
か
に
も
正
当
と
ば
か
り
に
述
べ
立
て
る
米
人
の

批
判
を
容
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
狂
歌
師
は
他
に
も
多
か
っ
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
こ
の
「
狂
歌
こ
と
の
は
ぐ
ざ
一

二
巻
二
冊
は
、
の
ち
米
人
編
著
「
増
補
狂
歌
題
林
抄
」
（
文
化
二

年
刊
）
四
巻
四
冊
の
う
ち
第
三
・
四
冊
と
し
て
序
文
・
「
初
心
意
」

も
ろ
と
も
取
り
込
ま
れ
、
文
化
十
一
年
の
再
刷
を
も
経
て
大
量

に
流
布
す
る
こ
と
に
な
る
ｌ

そ
の
『
増
補
狂
歌
題
林
抄
』
は
、
一
条
兼
良
の
原
撰
を
北
村

季
吟
が
増
補
し
て
流
布
し
た
「
増
補
和
歌
題
林
抄
・
一
（
宝
永
三
・

一
七
○
六
年
刊
）
を
も
じ
っ
た
命
名
で
あ
る
（
つ
ま
り
原
「
狂

歌
題
林
抄
」
は
お
そ
ら
く
存
在
し
な
い
）
。
類
題
集
に
各
題
の
題

意
の
解
説
と
言
葉
寄
せ
を
併
せ
た
点
は
『
増
補
和
歌
題
林
抄
」

と
同
じ
で
あ
る
が
、
前
述
の
経
緯
で
類
題
集
と
言
葉
寄
せ
が
別

冊
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
題
意
の
解
説
が
あ
っ
て
内
容
が
重
複
す
る
。

そ
れ
で
も
江
戸
狂
歌
史
上
、
便
々
館
湖
鯉
鮒
編
「
狂
歌
不
ト
集
」

（
文
化
元
年
刊
）
な
ど
と
と
も
に
ご
く
早
期
の
類
題
集
と
し
て
画
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期
的
な
企
画
で
あ
っ
た
と
ま
ず
は
評
価
で
き
よ
う
。

こ
の
書
は
類
題
集
の
体
裁
で
は
あ
る
が
、
米
人
の
自
作
も
少

な
く
な
い
。
こ
れ
に
米
人
の
詠
風
を
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
一
首

め
、
「
蛙
」
の
題
で
、
諺
「
井
の
中
の
蛙
」
か
ら
発
想
す
る
。

井
の
う
ち
に
す
め
る
蛙
の
歌
所
ふ
か
さ
も
お
よ
そ
二
条
冷

泉

蛙
を
「
古
今
集
」
仮
名
序
の
通
り
、
歌
を
詠
む
も
の
と
し
て
歌

所
を
出
し
、
二
条
家
・
冷
泉
家
の
名
を
深
さ
二
丈
の
井
戸
底
の

水
（
泉
）
の
意
に
掛
け
る
。
次
は
「
雲
」
の
題
で
、
有
名
な
一
・
古
今
和

歌
集
」
衣
通
姫
の
一
首
「
く
も
の
ふ
る
ま
ひ
か
ね
て
し
る
し
も
」

の
蜘
蛛
を
雲
に
、
「
振
る
舞
い
」
を
饗
応
と
読
み
か
え
る
。

霧
を
の
み
か
す
み
を
く
ら
う
や
ま
人
に
何
を
も
て
な
す
く

も
の
ふ
る
ま
ひ

こ
れ
ら
二
首
は
諺
や
古
歌
な
ど
に
発
想
を
求
め
、
そ
の
発
想
の

連
鎖
や
縁
の
言
葉
の
範
囲
に
お
か
し
み
を
求
め
る
点
で
、
四
方

連
の
仲
間
の
真
顔
ら
に
近
い
詠
風
と
い
え
よ
う
。
次
は
各
々

「
寄
国
祝
」
「
恩
」
。

入
用
の
竹
に
は
こ
と
を
か
風
ず
し
て
虎
の
す
ま
ざ
る
国
ぞ

め
で
た
き

う
き
人
の
顔
に
は
た
け
は
み
へ
ね
ど
も
恩
ひ
の
種
を
ま
か

ぬ
日
ぞ
な
き

一
首
め
は
、
画
題
「
竹
に
虎
」
の
う
ち
、
日
本
に
竹
は
あ
る
が
、

虎
は
生
息
し
な
い
と
い
う
だ
け
の
事
実
を
、
竹
の
有
用
性
と
虎

の
危
険
を
挙
げ
て
あ
え
て
め
で
た
い
こ
と
と
持
ち
上
げ
る
。
二

首
め
は
、
顔
の
「
は
た
け
」
（
癖
）
を
畑
と
掛
け
て
「
恩
ひ
の
種
」

の
語
を
取
り
合
わ
せ
る
。
い
ず
れ
も
、
縁
語
構
成
の
成
立
の
た

め
に
な
い
も
の
を
引
き
合
い
に
出
し
て
一
首
を
仕
立
て
る
こ
と

で
、
お
か
し
み
よ
り
も
理
屈
が
先
に
立
っ
感
は
否
め
な
い
。
次

の
「
老
人
」
の
一
首
の
よ
う
に
、
研
ぎ
．
切
れ
．
極
め
・
錆
と

刀
の
縁
語
で
綴
り
な
が
ら
、
智
恵
も
錆
び
付
き
が
ち
な
老
人
の

所
在
な
さ
を
嘆
く
意
を
通
す
巧
み
な
詠
も
あ
る
こ
と
は
あ
る
。

何
を
し
て
身
の
と
ぎ
に
せ
ん
き
れ
も
の
と
き
は
め
か
た
な

の
翁
さ
び
て
は

た
し
か
に
、
以
上
五
首
、
い
ず
れ
の
詠
も
、
先
の
「
狂
歌
こ
と

の
は
ぐ
さ
」
「
初
心
意
」
で
米
人
が
繰
り
返
し
主
張
し
た
よ
う
に

「
趣
意
」
は
整
っ
て
い
る
。
が
、
下
敷
き
に
し
た
諺
や
縁
語
構
成

の
整
合
性
の
み
が
前
面
に
出
て
説
明
的
な
「
寄
国
祝
」
「
恩
」
の

二
首
の
も
つ
理
屈
く
さ
さ
は
、
自
ら
「
難
陣
屋
」
を
任
じ
て
多

く
の
詠
の
表
現
の
不
整
合
を
あ
げ
つ
ら
っ
た
米
人
の
狂
歌
批
評

と
一
脈
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
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文
化
期
初
頭
に
さ
し
か
か
り
、
狂
歌
人
口
が
い
よ
い
よ
増
え

る
中
で
、
狂
歌
判
者
に
は
よ
り
い
っ
そ
う
わ
か
り
や
す
い
指
導

が
求
め
ら
れ
る
時
代
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
初

！ 
米人自筆「観難誌』１オ・ウ（東京都立中央図書館蔵）図１

心
者
向
け
の
作
法
書
「
狂
歌
こ
と
の
は
ぐ
さ
・
｜
「
増
補
狂
歌
題
林

抄
」
を
著
し
、
抽
象
的
な
発
想
の
お
か
し
み
を
求
め
る
よ
り
も
、

具
体
的
な
語
彙
・
表
現
の
次
元
で
道
理
を
通
す
こ
と
を
よ
し
と

す
る
米
人
の
行
き
方
は
、
狂
歌
に
入
門
す
る
大
衆
の
需
要
と
合

致
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
で
米
人
は
狂
歌
の
大
衆
化
時

代
の
判
者
の
一
典
型
と
い
え
る
。

五
南
畝
流
の
筆
跡
と
米
人

米
人
の
特
徴
あ
る
筆
跡
は
、
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
の
写
本
「
ひ
と
も
と
草
」
の
自
筆
に
見
え

る
よ
う
に
、
寛
政
末
年
か
ら
享
和
頃
に
は
斜
め
に
筆
を
引
く
佶

１
 

’
１
ｉ
ｉ
ｉ
‐
一
］
ｌ
ｊ
Ｉ
ｉ
ｉ
．
！
ｉ
Ⅲ
Ⅱ
一
興
列
＃
麺

米人編・版下「狂歌東来集

初編序（筆者架蔵）

図２

鱸蕊『…

丁一目｜’

！ 塚川釧厨概肥鰄川剰鈍、け馴麟筋Ⅵ広冤ｊ■十ｔ０１ワーーー‐‐－‐‐，－‐●ＨＰ●０４か。‐●獄邨‐‐町刮か■■Ｑ■９７卜四○Ⅱ』■０１１０旧卜？‐ｐ４Ｃ■０■■５１■ＢＴＪ３ｑ１６ｏｒｐ１印８．：ザ？０七０曰■Ｓロ■▽Ｕｏ－Ｌ字ｐｌＩ７Ｃ‐’‐．Ｏヴー‐卜卍。。｜７蝋岻争域燃匂極而憾轍沙汕ｕ兄８脚池ｎＪ命？ 
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屈
な
書
体
が
顕
著
に
な
る
が
（
後
述
図
２
参
照
）
、
寛
政
期
の

『
観
難
誌
」
（
図
１
）
の
段
階
で
は
、
南
畝
の
筆
跡
に
酷
似
す
る
。

米
人
を
南
畝
流
の
書
き
手
の
一
人
と
す
る
の
は
筆
者
だ
け
の
認

識
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
梅
本
高
節
な
る
人
物
が
著
し
た
「
狂

歌
師
伝
」
（
近
代
写
本
、
筑
波
大
学
蔵
）
で
も
米
人
の
項
に
「
師

の
筆
跡
を
学
ん
で
よ
く
し
た
」
と
さ
れ
、
ま
た
自
身
、
蜀
山
流

の
手
で
知
ら
れ
た
三
村
竹
清
も
米
人
に
つ
い
て
「
蜀
山
流
の
手

を
よ
く
書
て
文
宝
亭
を
凌
げ
り
」
と
し
た
（
「
判
取
帳
筆
者
小

伝
」
）
。
米
人
は
、
前
述
の
南
畝
の
「
判
取
帳
」
に
天
明
三
年
に

記
帳
し
た
が
、
こ
の
段
階
で
は
ま
っ
た
く
別
書
体
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
米
人
の
南
畝
流
の
筆
跡
は
、
偶
然
の
類
似
な
ど
で
は
な

く
、
そ
の
狂
歌
壇
参
入
以
後
に
あ
え
て
習
得
し
た
も
の
で
あ
る
。

米
人
が
こ
の
筆
跡
で
自
ら
版
下
を
手
が
け
て
い
る
事
実
は
注

目
さ
れ
る
。
「
金
撰
狂
歌
集
」
肱
に
金
埒
が
「
吾
友
軒
の
あ
る
じ

禿
た
る
筆
を
え
ら
ま
ず
し
て
か
い
つ
く
れ
ば
」
と
言
い
、
米
人

編
一
・
狂
歌
東
来
集
」
（
図
２
）
の
二
編
序
に
真
顔
が
「
吾
友
軒
筆

の
あ
ゆ
み
の
達
者
に
ま
か
せ
」
と
す
る
よ
う
に
、
寛
政
半
ば
以

後
、
こ
れ
ら
の
自
著
・
共
編
箸
の
版
下
は
、
筆
跡
か
ら
し
て
も

ま
ず
間
違
い
な
く
米
人
自
身
の
筆
で
あ
る
。
問
題
は
そ
れ
以
前

で
あ
る
。
南
畝
流
版
下
は
蔦
屋
版
を
主
と
す
る
狂
歌
本
に
天
明

期
よ
り
寛
政
半
ば
ま
で
散
見
し
、
時
期
を
考
え
て
も
す
べ
て
が

天
明
求
年
に
狂
歌
壇
か
ら
の
退
隠
の
意
志
を
示
し
た
南
畝
そ
の

人
の
も
の
と
は
思
え
な
い
。
た
ん
に
南
畝
流
の
版
下
が
流
行
し

た
と
い
う
だ
け
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
南
畝
流
を

習
得
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
の
米
人
の
関
与
の
可
能
性
も
追
求
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
た
と
え
ば
、
唐
衣
橘
洲
に
よ
る
蔦
屋
重
三
郎

版
の
狂
歌
作
法
書
「
狂
歌
初
心
抄
」
（
寛
政
二
年
刊
）
も
、
橘
洲

の
自
筆
を
生
か
し
た
自
序
以
外
の
本
文
は
そ
う
し
た
南
畝
流
の

版
下
に
よ
る
狂
歌
本
の
一
つ
で
あ
る
が
、
右
上
か
ら
左
下
の
次

の
文
字
へ
と
続
く
斜
め
の
線
が
際
だ
っ
米
人
の
筆
跡
の
特
徴
を

も
つ
こ
と
、
他
な
ら
ぬ
米
人
が
序
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

米
人
の
版
下
と
見
て
よ
い
作
品
で
あ
る
。
他
に
も
金
埒
ら
数
寄

屋
連
関
系
で
金
埒
「
猿
百
首
」
（
刊
年
不
明
）
、
ま
た
「
仙
台
百

首
」
（
寛
政
人
年
刊
而
な
ど
の
版
下
も
顕
著
に
も
米
人
の
筆
跡
の

特
徴
を
具
え
る
。
後
者
に
は
米
人
の
序
文
が
あ
る
の
で
、
ほ
ぼ

確
実
で
あ
ろ
う
。
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
奇
々
羅
金
鶏
の
入
銀

物
の
家
集
「
網
雑
魚
」
（
刊
年
不
明
）
の
版
下
も
そ
う
い
っ
た
米

人
の
筆
跡
の
特
徴
を
も
つ
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
点
は
今

後
さ
ら
に
検
討
を
重
ね
た
い
。
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六
南
畝
と
の
親
交

米
人
は
、
南
畝
が
狂
歌
連
中
と
の
交
わ
り
を
控
え
た
寛
政
・

享
和
期
に
あ
っ
て
も
、
南
畝
と
親
し
く
交
わ
っ
た
狂
歌
師
の
一

人
で
あ
る
。
米
人
の
狂
歌
判
者
と
し
て
の
滑
持
が
、
本
町
連
の

一
員
と
し
て
狂
歌
壇
に
参
入
し
て
南
畝
に
直
接
に
師
事
し
た
事

実
に
支
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
容
易
に
想

像
で
き
る
。
そ
の
米
人
に
と
っ
て
南
畝
と
の
親
交
は
、
外
面
的

に
も
狂
歌
判
者
と
し
て
の
威
信
に
関
わ
る
重
要
な
意
味
を
帯
び

て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

寛
政
十
一
年
に
「
孝
義
録
」
編
纂
の
命
を
拝
し
て
よ
り
、
南

畝
が
文
章
力
の
研
錨
の
た
め
に
開
い
た
「
和
文
の
会
」
は
、
そ

の
参
加
者
の
多
く
が
南
畝
の
狂
歌
仲
附
で
あ
っ
た
。
米
人
も
も

れ
な
く
参
加
、
四
作
を
残
し
て
「
ひ
と
も
と
草
」
（
写
）
に
収
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
文
章
の
一
つ
に
は
、
こ
の
年
九
月
の
年
記

が
具
わ
る
。
米
人
の
「
狂
歌
束
来
集
」
は
、
寛
政
十
二
年
正
月

刊
の
二
編
に
「
杏
花
園
老
人
」
の
名
で
二
首
、
享
和
元
年
二
月

序
刊
の
三
編
に
「
軍
」
で
一
首
、
そ
れ
ぞ
れ
和
歌
ら
し
き
南
畝

の
詠
を
載
せ
る
ほ
か
、
「
よ
み
人
し
ら
ず
」
「
う
し
」
な
ど
と
し

て
状
況
や
歌
の
内
容
か
ら
南
畝
を
思
わ
せ
る
作
を
初
編
（
寛
政

十
一
年
正
月
）
か
ら
三
編
ま
で
各
一
首
ず
つ
収
め
る
心
。
ま
た
享

和
三
年
は
南
畝
の
日
録
「
細
推
物
理
」
に
よ
っ
て
両
者
の
交
遊

を
つ
ぶ
さ
に
追
う
こ
と
が
で
き
、
米
人
の
登
場
は
七
回
を
数
え

る
。
南
畝
が
参
加
者
を
記
録
し
て
い
な
い
会
で
も
、
馬
蘭
亭
山

道
高
彦
の
狂
歌
会
の
よ
う
に
米
人
の
列
席
が
想
定
で
き
る
も
の

も
あ
り
、
両
者
の
接
触
は
も
う
少
し
多
か
ろ
う
。
つ
ま
り
、
馬

蘭
亭
・
真
顔
・
篤
馬
と
い
っ
た
こ
の
頃
の
南
畝
を
め
ぐ
る
交
友

圏
の
中
に
米
人
も
あ
る
Ⅲ

米
人
は
後
に
「
四
方
滝
水
」
を
名
の
る
。
こ
の
号
は
、
南
畝

の
旧
名
「
四
方
赤
良
」
の
も
と
と
な
っ
た
流
行
語
「
鯛
の
味
噌

津
で
四
方
の
あ
か
」
で
も
て
は
や
さ
れ
た
「
四
方
の
あ
か
」
こ

と
新
和
泉
町
四
方
屋
久
兵
衛
の
銘
酒
「
四
方
滝
水
」
を
、
そ
の

ま
ま
狂
号
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
号
は
、
当
時
四
方
歌
垣

と
称
し
た
真
顔
率
い
る
四
方
連
の
有
力
判
者
で
あ
る
事
実
を
体

現
す
る
。
が
、
そ
れ
以
上
に
南
畝
の
直
弟
子
で
あ
る
こ
と
を
強

調
す
る
意
味
も
担
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
米
人
は
「
狂
歌
水

篤
集
・
一
（
文
化
十
一
序
刊
）
に
お
い
て
二
十
年
余
以
前
の
寛
政
期

を
回
想
し
、
そ
の
後
「
十
と
せ
ば
か
り
を
過
て
師
の
旧
号
四
方

滝
水
を
贈
ら
る
」
と
い
う
。
滝
水
は
も
と
よ
り
南
畝
の
旧
号
そ

の
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
ち
な
ん
だ
こ
の
号
は
、
実
際
に

南
畝
か
ら
直
に
贈
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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そ
の
改
号
の
時
期
は
い
つ
か
。
文
化
六
年
の
米
人
ら
の
春
興

「
四
方
山
」
（
大
英
博
物
館
蔵
）
に
お
い
て
米
人
は
「
四
方
滝
水

楼
酒
月
米
人
」
と
名
の
っ
た
後
に
、
わ
ざ
わ
ざ
「
狂
歌
房
も
と

の
ご
と
し
」
と
注
記
す
る
こ
と
か
ら
し
て
、
こ
れ
が
「
四
方
滝

水
楼
」
の
初
の
名
の
り
と
恩
し
い
・
こ
れ
に
先
だ
っ
て
文
化
二

年
「
増
補
狂
歌
題
林
抄
」
の
頃
よ
り
「
狂
歌
房
」
を
名
の
り
は

じ
め
、
文
化
四
年
九
月
刊
の
米
人
編
「
月
の
都
」
（
内
題
さ
ら
し

な
集
、
慶
懸
義
塾
大
学
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
蔵
）
ま
で
は
、

狂
歌
房
米
人
の
名
を
用
い
て
い
た
。
『
四
方
山
」
に
は
「
滝
水
楼
」

と
い
う
省
略
形
も
見
え
、
同
じ
年
の
山
陽
堂
編
「
春
興
四
方
戯

歌
名
尽
」
に
お
い
て
も
「
滝
水
楼
米
人
」
と
し
て
入
集
、
四
方

滝
水
楼
、
滝
水
楼
、
い
ず
れ
の
名
の
り
も
文
化
六
年
春
頃
か
ら

と
見
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
帳
。
先
の
「
狂
歌
水
篶
集
」
の
「
二
十

年
余
」
・
「
十
年
ば
か
り
」
も
緩
や
か
に
考
え
れ
ば
、
こ
の
贈
号
を

文
化
六
年
、
あ
る
い
は
そ
の
前
年
文
化
五
年
末
の
こ
と
と
考
え

る
の
に
無
理
は
な
い
。

南
畝
の
直
系
で
あ
る
こ
と
を
端
的
に
象
徴
す
る
こ
の
四
方
滝

水
号
を
称
し
た
米
人
は
、
文
化
期
の
蜀
山
人
時
代
に
入
っ
て
も

多
く
の
狂
歌
師
連
中
と
は
一
定
の
距
離
を
保
っ
た
南
畝
を
、
狂

歌
の
世
界
に
結
び
つ
け
る
役
割
を
担
う
人
物
の
一
人
と
な
る
。

た
と
え
ば
前
述
の
「
四
方
山
」
に
も
米
人
は
南
畝
か
ら
次
の
よ

う
な
狂
歌
を
貰
い
得
て
い
る
。

鴬
の
は
ね
だ
に
色
の
麗
し
く
妙
音
天
の
み
や
近
く
啼

遠
桜
山
人
到
山
翁

妙
音
天
は
弁
財
天
の
別
称
で
、
こ
の
宮
は
羽
田
の
弁
財
天
。
こ

の
文
化
六
年
が
己
年
で
あ
る
こ
と
に
因
ん
で
載
せ
ら
れ
た
一
首

で
、
前
年
の
玉
川
巡
視
の
際
に
南
畝
が
詠
ん
だ
も
の
の
よ
う
で

あ
る
ｓ
玉
川
余
波
・
一
写
、
所
収
）
。

ま
と
め

以
上
の
よ
う
に
、
米
人
は
天
明
盛
時
の
江
戸
狂
歌
を
経
験
し
、

寛
政
・
享
和
期
の
狂
歌
壇
を
支
え
た
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
、
続
く
文
化
期
の
活
動
ま
で
は
つ
ぶ
さ
に
追
い
き
れ

な
か
っ
た
が
、
米
人
に
は
、
初
学
書
の
執
筆
、
地
方
行
脚
と

い
っ
た
啓
蒙
的
な
側
面
が
多
分
に
あ
り
、
盟
友
真
顔
と
と
も
に

狂
歌
の
大
衆
化
時
代
を
に
ら
ん
で
江
戸
狂
歌
壇
の
有
力
判
者
と

し
て
活
動
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

米
人
自
身
に
即
し
て
言
え
ば
、
天
明
期
に
遊
び
と
し
て
手
を

染
め
た
狂
歌
が
、
最
終
的
に
各
地
を
行
脚
し
て
そ
の
教
え
を
授

け
る
こ
と
で
糊
口
の
手
段
と
な
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
遊
芸
の
教
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授
が
そ
れ
自
体
で
職
業
と
な
り
得
る
よ
う
に
な
っ
た
近
世
中
期

以
後
な
ら
で
は
の
現
象
で
あ
り
、
か
つ
専
門
的
・
職
業
的
狂
歌

判
者
の
誕
生
と
い
う
時
代
の
流
れ
に
助
け
ら
れ
た
生
き
方
で

あ
っ
た
。
し
か
し
そ
も
そ
も
俳
譜
よ
り
狂
歌
を
と
り
、
狂
歌
壇

の
時
流
に
乗
っ
て
四
方
連
の
主
流
を
ゆ
く
狂
歌
師
の
一
人
と

な
っ
た
人
生
の
節
目
節
目
に
米
人
の
選
択
が
あ
ろ
う
。
そ
う
し

た
近
世
人
的
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
一
例
を
、
遊
び
と
職
業
の

均
衡
関
係
を
考
え
る
素
材
と
位
置
づ
け
て
本
稿
の
結
び
と
す
る
。

※
本
文
の
引
用
に
際
し
、
大
田
南
畝
の
作
品
は
「
大
田
南
畝
全
集
」

（
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
’
二
○
○
○
）
に
よ
り
、
狂
歌
は
注
記
し

な
い
限
り
「
江
戸
狂
歌
本
選
集
」
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
八
’
二

○
○
四
）
に
よ
っ
て
私
に
濁
点
、
句
読
点
を
補
っ
た
。

(3) (2) (1) 

［
注
］

中
野
三
敏
編
「
江
戸
方
角
分
」
（
近
世
風
俗
研
究
会
、
一
九

七
七
）
。

漉
田
義
一
郎
三
罰
山
人
判
取
帳
」
補
正
〈
翻
刻
〉
」
（
「
大
妻

女
子
大
学
文
学
部
紀
要
」
二
号
、
一
九
七
○
）
に
よ
る
。

鈴
木
俊
幸
ヨ
九
が
町
に
や
っ
て
き
た
」
（
高
美
書
店
、
二

○
○
二
七
章
。

(Ⅲ） (１０)(9) (8) (7) (6) (5) (4) 

森
川
昭
翻
刻
『
観
難
誌
」
」
（
濱
田
義
一
郎
編
「
天
明
文
学
」

東
京
堂
書
店
、
一
九
七
九
）
。

石
川
了
「
狂
歌
師
細
見
の
人
々
」
（
長
谷
川
強
編
「
近
世
文

学
術
雌
」
汲
古
書
院
、
一
九
九
七
）
参
照
。

森
銑
三
「
朱
楽
菅
江
」
（
「
著
作
集
」
十
三
巻
、
も
と
「
人
物

く
さ
ぐ
さ
」
、
初
出
一
九
三
二
）
が
千
坂
廉
斎
一
江
戸
一
斑
，
一

（
写
）
に
見
え
る
そ
の
記
録
を
紹
介
し
た
ｃ

粕
谷
宏
紀
「
石
川
雅
望
研
究
」
（
角
川
書
店
、
一
九
八
五
）

天
明
四
年
項
な
ど
。

拙
稿
「
鹿
都
部
真
顔
と
数
寄
屋
連
」
ｓ
国
語
と
国
文
学
」
七

六
巻
八
号
、
一
九
九
九
）
で
検
証
し
た
。

東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
に
よ
る
。

上
田
市
花
月
文
庫
蔵
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
）
に
よ
る
（
以
下
同
）
。

「
狂
歌
こ
と
の
は
ぐ
さ
」
は
は
じ
め
「
夷
曲
楼
」
蔵
版
で
、

篤
屋
童
三
郎
・
西
宮
弥
兵
術
等
五
蝉
か
ら
出
さ
れ
、
一
難

が
交
替
し
た
の
み
で
ほ
ぼ
同
じ
五
蝉
が
「
増
補
狂
歌
題
林

抄
」
を
刊
行
す
る
際
に
、
目
録
・
巻
首
・
巻
尾
等
の
題
を

彫
り
変
え
て
そ
の
第
三
・
四
冊
に
流
用
さ
れ
た
（
た
だ
し

真
顔
の
序
文
の
位
置
を
第
一
冊
へ
移
動
す
る
）
。
内
題
の
あ

る
丁
を
別
板
に
彫
り
直
し
て
「
狂
歌
こ
と
の
は
ぐ
さ
」
も

再
刷
さ
れ
た
由
、
鈴
木
俊
幸
氏
御
示
教
。
両
書
の
諸
版
に
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〔
付
記
〕

(13） (12） (14） (15） 

つ
い
て
は
鈴
木
俊
幸
「
蔦
重
出
版
書
目
」
（
青
裳
堂
書
店
、

一
九
九
八
）
参
照
。
ま
た
「
増
補
狂
歌
題
林
抄
」
が
各
地

に
流
布
し
た
こ
と
は
前
掲
鈴
木
三
九
が
町
に
や
っ
て
き

た
．
’
（
注
３
）
指
摘
。

聖
心
女
子
大
学
・
ソ
ウ
ル
大
学
校
・
川
口
元
氏
蔵
本
が
知
ら

れ
る
。

拙
稿
「
寛
政
期
の
大
田
南
畝
と
狂
歌
」
Ｓ
近
世
文
芸
」
八
○

号
、
二
○
○
四
）
で
論
じ
た
。

米
人
が
咄
の
会
に
出
席
し
、
ま
た
三
升
連
狂
歌
集
に
入
集
す

る
な
ど
、
焉
馬
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
延
広
真
治
「
烏
亭

焉
馬
年
譜
舌
）
」
（
「
東
京
大
学
教
養
学
部
人
文
科
学
科
紀

要
」
国
漢
研
究
室
七
一
号
、
一
九
八
○
）
指
摘
。

「
滝
水
楼
」
の
使
用
が
文
化
六
年
か
ら
で
あ
る
こ
と
は
、
前

掲
鈴
木
三
九
が
町
に
や
っ
て
き
た
」
（
注
３
）
に
指
摘
が

あ
る
。

本
稿
は
二
○
○
四
年
度
法
政
大
学
特
別
研
究
助
成
金
の

研
究
成
果
で
あ
る
。

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
御
垂
教
下
さ
っ
た
鈴
木
俊
幸

氏
、
調
査
に
際
し
、
ご
高
配
を
賜
っ
た
各
所
蔵
機
関
、

ま
た
図
版
掲
載
の
許
可
を
戴
い
た
東
京
都
立
中
央
図
書

館
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。
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